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農業委員会だより

第７０号
令和６年 10 月 15 日発行

○農業委員会新体制紹介・・・・・・・・・・２～３
○『目標地図の素案』を提出！
　遊休農地の発生・防止のための活動紹介
　『農地バンク制度』をご利用ください !・・・・・４

○新規就農者の紹介
　農業委員会視察研修報告・・・・・・・・・・・・５
○『ありんこひろば』活動の紹介
　農業委員・農地利用最適化推進委員感謝状贈呈式・・６

主な内容
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農業委員会の新体制
　農業委員の任命式が７月８日に市役所で行わ
付されました。任命式に続いて行われた第１回
人氏が農業委員会会長に選出されました。
　また、農地利用最適化推進委員の委嘱状交付
ら農地利用最適化推進委員１２名に委嘱状が交
いて、日立木地区の桑折好行氏が推進委員長に

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

が始動しました！
れ、立谷市長から農業委員１２名に任命書が交
農業委員会総会において、日立木地区の前川正

式が７月１２日に市役所で行われ、前川会長か
付され、第 1 回農地利用最適化推進委員会にお
選出されました。

 

◇赤枠 ･･･ 農業委員
◇青枠 ･･･ 農地利用最適化推進委員

◆中村地区

◆飯豊地区

◆磯部地区

◆日立木地区

◆八幡地区◆大野地区

◆中立委員 ◆山上地区

◆玉野地区

　農業委員は、農業委員会総会に出席
し、農地等の権利移動の許可、農地等
の利用の最適化の推進に関する指針の
策定・変更などの決定を行います。また、
農地転用許可に当たって具申すべき意
見の決定や、関係機関に対して農地等
の利用の最適化の推進に関する施策に
関する意見書の提出などを行います。

　農地利用最適化推進委員は、主に担
い手への農地の集積、遊休農地の発生防
止・解消のために現場活動を行います。
　また、必要に応じて総会に出席し、農
地の利用状況に関する意見を述べます。

【任　期】
令和６年７月８日～令和９年７月７日

【任　期】
令和６年７月 12 日～令和９年７月７日

渡部　一義 千枝　浩美

門馬　英綱 太田　松一

唯野　哲夫

桑折　好行

佐藤　辰雄志賀　秀行大和田義一

菅野　伸治

島　信文

後藤　義昭

舘山友美子

ちえだ　ひろみ

おおた  しょういちもんま　ひでつな

ただの　てつお

こおり　よしゆき

さとう　たつお

かんの　しんじ

おおわだ よしいち

たてやま　ゆみこ

しま　のぶふみ しが　ひでゆき わたなべ　かずよし

ごとう　よしあき
鹿又　幸也
かのまた　こうや

小島　良金
おじま　よしかね

坂本　雄司
さかもと　ゆうじ

武島　竜太
たけしま　りゅうた

中和田吉彦
なかわだ　よしひこ

瀧澤　正一
たきざわ しょういち

前川　正人
まえかわ　せいじん

佐畑　幸一
さはた　こういち

佐藤　雄一
さとう　ゆういち

小田原正一
おだわら しょういち

　廣瀬　恵美子
ひろせ　 えみこ

◆
◇
地
区
別
委
員
紹
介
◇
◆

【会長職務代理者】

【会　長】

佐藤　吉美
さとう　よしみ

○農業委員とは○農地利用最適化推進委員とは

※　瀬恵美子氏は、追加募集の結果、９月１３日に 任命書が交付されました。

　
こ
の
度
の
第
１
回
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、

引
き
続
き
委
員
長
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
現
在
、
相
馬
市
の
農
業
に
お

き
ま
し
て
は
農
業
者
の
高
齢
化
、

担
い
手
不
足
、
有
害
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
へ
の
被
害
な
ど
の
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
12
名
は
、
こ
れ
ら
の
課

題
解
決
の
た
め
、
農
業
委
員
と

連
携
し
、
地
域
に
密
着
し
た
現

場
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
担
い
手
へ
の
農
地
利

用
の
集
積
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の

促
進
を
大
き
な
目
標
と
し
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
本
市
の

農
業
振
興
・
発
展
に
寄
与
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
農
家
の
皆
様
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
委
員
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

農地利用最適化
　推進委員長

桑折　好行 前川　正人

　
こ
の
度
、
第
１
回
農
業
委
員

会
総
会
に
お
い
て
、
引
き
続
き

会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
と
し
て
３
期
目
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
改
め
て
職
責
の

重
さ
を
認
識
し
、
本
市
の
優
良

な
農
地
を
守
る
と
と
も
に
農
業

の
発
展
に
力
を
尽
く
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
市
の
農
業
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
担
い
手
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る

被
害
や
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
な
ど

の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
と
し
て
、
農
地
利

用
の
最
適
化
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
課
題

解
決
に
取
り
組
み
、
本
市
の
農
業

を
次
世
代
に
し
っ
か
り
と
繋
げ
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
、
会
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

廣瀬　恵美子
ひろせ　　えみこ

農業委員会
　会　長
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『目標地図の素案』提出までの経過 『
目
標
地
図
の
素
案
』を
提
出
！

▲意見交換をする委員

　

去
る
２
月
16
日
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
は｢

遊
休
農
地
対
策｣

や｢

六
次
化
へ
の
取
組｣

な
ど
を
テ
ー
マ
に
兵
庫
県
淡
路
市
北
淡
路
地
区
に
て
視

察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

北
淡
路
土
地
改
良
区
事
務
所
で
は
、
営
農
状
況
、
法

人
経
営
体
の
現
状
と
課
題
、
兵
庫
県
農
地
中
間
管
理
機

構
関
連
事
業
の
活
用
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
北
淡
路
地

区
の
企
業
な
ど
の
農
業
参
入
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
遊
休
農
地
で
あ
っ
た
農
地
を
オ
リ
ー
ブ
畑
に

し
て
オ
リ
ー
ブ
の
果
実
を
販
売
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
生
産
販
売
を
行
う
六
次
化
へ
の
取

り
組
み
に
成
功
し
て
い
る
企
業
の
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

淡
路
市
は
、
当
市
と
同
様
に
担
い
手
不
足
や
耕
作
放

棄
地
の
増
加
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
気
候

と
地
形
を
生
か
し
た
作
物

を
生
産
し
、
積
極
的
に
企

業
参
入
を
受
け
入
れ
る
こ

と
で
課
題
解
決
を
図
っ
て

い
ま
し
た
。

　

淡
路
市
と
相
馬
市
で
は

主
要
な
農
作
物
は
異
な
る

も
の
の
、
企
業
参
入
に
よ

る
遊
休
農
地
の
解
消
な
ど

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
大
変
有
意
義
な
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

　農地バンクとは、農地の所有者から登録申請のあった農
地の売買及び賃借などの情報を公開し、農地の利用希望者
がいた場合、農地の所有者へ紹介する制度です。
　詳しくは、ホームページに掲載しておりますので、右上
のＱＲコードを読み取ってご覧ください。

詳しくはこちらの
ＱＲコードから
ご覧ください。

○問い合わせ先　農業委員会農地係　☎ 0244-37-2254

農地を
売りたい
貸したい

｢相馬市農地バンク制度」をご利用ください !

　

稲
刈
り
で
発
生
し
た
稲
わ
ら
が
、
台

風
な
ど
に
よ
る
大
雨
で
水
路
な
ど
に
流

れ
込
む
と
、
排
水
機
場
の
運
転
に
支
障

を
来
た
し
、
浸
水
被
害
が
拡
大
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

大
雨
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
た
め
、
農
家
の
方
は
稲
わ
ら
の

早
期
す
き
込
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

稲
わ
ら

稲
わ
ら
は
早
め
に

　
す
き
込
み
ま
し
ょ
う

◆ＪＡそうま地区本部農業振興課  ☎ 0244-67-2702

◆相双農林事務所　農業振興普及部　☎ 0244-26-1150
農業についての技術や経営に関する知識の習得支援、
農業用機械の取得や生活支援に係る補助制度について

◆相馬市農業委員会　☎ 0244-37-2190

農地の賃借、売買について

◆相馬市農林水産課　☎ 0244-37-2147

青年等就農計画及び農業経営改善計画について
種苗購入費補助、主食用米促進支援、
農業法人設立支援、ハウス等資材費補助などについて

新規就農のご相談は、そうま地区新規就農支援チームへ

　

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
耕
車
両
で
道
路
を
走

行
す
る
際
に
落
ち
た
土
や
泥
は
、
車
や
歩
行
者

な
ど
の
通
行
の
妨
げ
に
な
り
、大
変
危
険
で
す
。

　

農
耕
車
両
で
道
路
を
走
る
際
は
、
次
の
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

道
路
に
土土
や
泥泥
を

　　

落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

・
道
路
を
走
る
前
に
、
圃
場
で
土
や
泥
を

　
　

落
と
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
土
や
泥
が
道
路
に
落
ち
た
場
合
は
、
速

　
　

や
か
に
撤
去
し
ま
し
ょ
う
。

　遊休農地対策事業 農地パトロール(利用状況調査）

～遊休農地の発生防止・解消のための活動紹介～

市
へ
目
標
地
図
の
素
案
を
提
出
し
ま

し
た
（
中
央
：
副
市
長
、
左
：
前
川

会
長
、
右
：
目
黒
前
職
務
代
理
者
）

～

令和５年２月

令和 5 年 6 月
令和５年７月

令和 6 年 5 月

　

農
業
委
員
会
で
は
、『
目
標
地
図
の
素
案
』
を
完
成
さ
せ
、

７
月
２
日
に
市
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
『
目
標
地
図
の
素
案
』
は
、
左
記
の
と
お
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
35
地
区
（
計
32
回
）
の
地
域
座
談
会
な
ど
で
い
た
だ
い

た
農
家
の
皆
様
の
ご
意
見
を
基
に
、
10
年
後
の
農
地
の
耕
作

者
を
反
映
さ
せ
た
地
図
で
す
。
こ
れ
は
、
農
地
の
効
率
的
か

つ
総
合
的
な
利
用
を
図
る
た
め
に
市
が
策
定
す
る
『
地
域
計

画
』
の
基
礎
と
な
る
大
変
重
要
な
も
の
で
す
。

　

今
後
、
市
は
『
目
標
地
図
の
素
案
』
を
基
に
関
係
機
関
・

団
体
と
の
協
議
を
経
て
『
地
域
計
画
』
を
策
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

地
域
の
農
業
関
係
者
の
皆
様
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

新
規
就
農
者
の
紹
介

新
規
就
農
者
の
紹
介

渡部陽介さん  

農
業
委
員
会
視
察
研
修
報
告

 （45 才・百槻 ）

　

｢

２
年
ほ
ど
前
、
同
級
生
の
稲
作
の
手
伝
い

を
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
農
業
に
興
味

を
持
ち
、
建
設
業
か
ら
キ
ュ
ウ
リ
農
家
に
転

身
し
ま
し
た
。｣

　

そ
う
話
し
て
く
れ
た
の
は
、
初
め
て
の
出

荷
を
迎
え
る
キ
ュ
ウ
リ
を
手
に
し
た
渡
部
陽

介
さ
ん
。

　

7
月
に
お
邪
魔
し
た
渡
部
さ
ん
の
畑
に
は
、

愛
情
を
た
っ
ぷ
り
注
が
れ
た
キ
ュ
ウ
リ
が

青
々
と
元
気
に
育
っ
て
い
ま
し
た
。

　

｢

井
戸
の
工
事
が
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
初

め
の
う
ち
は
水
や
り
に
苦
労
し
ま
し
た
。｣

　

そ
ん
な
苦
労
を
乗
り
越
え
、
ご
両
親
と
一

緒
に
作
業
さ
れ
て
い
る
渡
部
さ
ん
に
今
後
の

目
標
を
伺
う
と
、｢

規
模
を
拡
大
し
て
、
お
い

し
い
キ
ュ
ウ
リ
を
皆
様
へ
お
届
け
し
た
い
で

す
！｣

と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

就
農
す
る
き
っ
か
け
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
！ 　7月 13 日、農業委員・農地利用最適化推

進委員は、磯部字上ノ台の遊休農地を耕起
し、ヒマワリの種を植えました。
　この事業は、農業委員会が一丸となって遊
休農地解消活動に取り組み、遊休農地の課題
を市民の皆様に広くお伝えすることで、関心
を持ってもらうことを目的としています。
　今年は、｢夏りんぞう｣ と ｢ミラクルビー
ム｣ という品種を植え、9月には一面きれい
なヒマワリ畑になりました。

　農業委員会では、７月から８月にかけて
農地パトロールを実施しました。これは、
農地法第 30条に基づき、農業委員会は毎年
1回、管内全ての農地の利用状況を調査する
ことが義務付けられているためです。
　調査により、遊休農地の発生が確認された
場合は、解消に向けた指導を行います。11
月頃に戸別訪問や郵送にて利用意向調査を実
施しますので、ご協力をお願いします。

令和 6 年 7 月 2 日

①地域計画策定における『目標地図の
　素案作成に関するアンケート』実施
②アンケート結果の集約
③市 ･ 農業委員会等による制度説明会、
　話し合いの実施　（市内３５地区）
④農業委員・推進委員による『目標地図
　の素案』の確認
⑤市全域の『目標地図の素案』の取り
　まとめ
⑥『目標地図の素案』を市に提出

令和 6 年 6 月

  農地パトロール  遊休農地対策事業  
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編編  

集集  

後後  

記記

編
集
委
員
長　

中
和
田
吉
彦

　
　

委　

員　

後
藤　

義
昭

　
　

委　

員　

舘
山
友
美
子

　

令
和
6
年
7
月
の
改
選
に
よ

り
、
新
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
体
制
が
ス

タ
ー
ト
し
、
農
業
委
員
会
だ
よ

り
編
集
委
員
も
新
た
な
顔
ぶ
れ

と
な
り
ま
し
た
。

　

編
集
委
員
会
と
し
て
、
無
数

に
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
選
択
し
、

深
掘
り
し
て
関
連
情
報
を
加
味

す
る
な
ど
「
わ
か
り
や
す
く
編

集
さ
れ
た
情
報
」
と
言
わ
れ
る

「
だ
よ
り
」
を
目
指
し
発
信
し

て
参
り
ま
す
。

 

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。　
　
（
中
和
田
）

申 請 書 締 切 総 会 日 程

10 月 16 日 11 月 12 日

11 月 18 日 12 月 12 日

12 月 18 日
（令和 7 年）
1 月 14 日

農業委員会総会の
     お  知  ら  せ

※日程は変更になる場合がありま
すので、ホームページなどであわ
せてご確認ください。

長
い
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

月４回 

金曜日発行

月額 700 円

お申し込みは農業委員会までどうぞ。

私たちが新しい農業
委員会だより編集委
員です！

農業委員会
☎ 0244-37-2190

　

7
月
７
日
の
任
期
満
了
に
よ
り
、
４
名
の
農
業
委
員
及

び
4
名
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
退
任
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
８
月
9
日
に
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
相
馬
市
の
農
業
振
興
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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退
任
さ
れ
た
推
進
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員
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２
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写　真

表紙の

おはなし

　　　　　　　【 感 謝 状 贈 呈 式 】
前列左から：三國実加氏、目黒正一氏、前川正人会長、丹野義基氏
伊東　登氏 　 後列左から：遠藤和則氏、荒　徳吉氏、海月裕真氏
※右上：伊東一夫氏（欠席）

　『ありんこひろば 』は、山上地区の
農業委員の小田原正一さんと奥様の芳子さんが、岩
子地区にある友人の遊休農地を有効活用できないか
と考えた事がきっかけで始めた活動です。
　この活動は、親子で野菜を作り、収穫した野菜で
料理を作るなど様々な活動をしています。小田原さ
んは、この活動を通して子ども達に農業に対して興
味を持ってもらうきっかけとなってほしいと考えて
います。また、この畑は地域の方たちとのつながり
や居場所作りの場にもなっています。
　今回は、ジャガイモの植え付けから収穫までの活
動をご紹介します。

 ☆ 3 月 31 日、ジャガイモの植え
付けを行いました。73 名の親子が
参加しました。ジャガイモの品種
はグラウンドペチカ（別名デスト
ロイヤー）。この辺では珍しい品種
です。（写真１．２）

あ り んこ ひ ろ ば

１

２

☆ 7 月 21 日、いよいよ収穫です。
42 名の親子が芋ほりを行いました。
子ども達は、｢カレーやフライドポ
テトにして食べたい！｣ などと楽
しそうに収穫しました。（写真３．４）

３ ４

有機入り肥料を無料で配布しています！
衛生組合からのお知らせ

　相馬方部衛生組合衛生センターでは、し尿
を処理する工程で発生した汚泥から発酵肥料
を生産し、当面の間無料で配布しています。
　ご希望の方は、下記の申込先まで必ず事前
申し込みをしてください。
○受取場所　衛生センター
　　　　　   （相馬市光陽 4 丁目 2-1）
○規　　格　10㎏または 20㎏入
　　                   　※数量は、原則３袋までです。
○主な成分　チッ素、リン酸、 銅、カリウム、亜鉛
○申  込  先    相馬方部衛生組合事務局
　　　　　　  ☎０２４４－３５－４１２４

■編集・発行
相馬市農業委員会
相馬市中村字北町６３- ３
☎０２４４- ３７- ２１９０

老後の備えは
十分ですか？

老後の備えは
国民年金 
   プラス

農業者年金！


